
団体名 : いのちのミュージアム群馬実行委員会

3.事 業 計 画

事業名 しヽのちのミュージアムわたらせ分校

目的 ■被害者の等身大の人型ポー ド (メ ッセンジヤー)を展示し「被害者の思

い」 「残された家族の思い」を伝え、大 Lブ0な命をメッセンジャーから学び青

少年の心の育成の場として廃校の数室を利用する「しヽのちのミュージアムわ

たらせ分校 _|を定期覇開催

目標、 ■企画展示、未解決事件のメッセンジヤーの「生きた証」生前取り組んでしヽ

た作品や作文や家族との思しヽ出、事件を風化させない為 {こ 西己布したチラシや

署名:感動の様子を展示、事件解決の情報提供を呼び掛喝 。醸親子での来場

をしヽただき、家族で過ごす日々の生活が大切な時間である事を再認識して親

子の会話が生まれる。命を慈しみ心の痛みを知る事でイジメを無くしたい。

計 画 事業内容 麗メッセンジャー派遣人数はミニ展示とし企画展示を合わけての開催 璽元教

室を使用 tノ て「いのちの授業」を父兄参観の趣の展示を試みる。メッセン

ジャー :こ 向き合う道徳の授業体験と大人の方々|こ は事件事故を傍観せず地域

の見守りの目となつていただくことを提言 ■子供たちに身近な自転車の交

通ル ール・走行中のマナーー・道路上に有る危険認知など校庭を使しヽ交通安全

教室を実施 醸1目福鋳西小学校改修完了 |~みどつ市コミニュケーシ爵ンセン

ター闘設_1エ レベータが完備され、車しヽすの方の来場が可能となりました。

事業成果物 チラシ ポスター 事業に関わる新聞掲載記事

開始予定年月日 2020年  4月  1日

終了予定年月日 2021年  3月  31日

備考 (補足事項 )

■
■
■
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